
中井　均氏（滋賀県立大学教授）
『近世城郭を考古学する－発掘調査でわかったこと－』

「大坂城下町とその周辺」　　     小田木富慈美　（公財）大阪市博物館協会　大阪文化財研究所

「伏見城」　　　　　　　　　    山本雅和　　　（公財）京都市埋蔵文化財研究所

「和歌山城」　 　　　　 　　　  北野隆亮　　　（公財）和歌山市文化スポーツ振興財団

「利神城跡と平福御殿屋敷跡」　垣内拓郎　　　（公財）兵庫県まちづくり技術センター

９月30日（土）

このイベントは、発掘調査の成果をみなさまに
知っていただくために、近畿の埋蔵文化財調査
機関が連携して実施し、10年目を迎えました。
今年は 7月から11月の 5ヵ月間を『関西・考古
学の日2017』とし、考古学に関連した行事を企
画しています。
特に夏休み期間は児童のみなさんの参加イベン
トをたくさん用意しています。さあ、今年も家
族そろって考古学をたのしみましょう。

2011-05
ノート注釈



7/6～21、8/28～9/7
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参画機関
●奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
●香芝市二上山博物館
●天理大学附属天理参考館
●歴史に憩う橿原市博物館
●和歌山県立紀伊風土記の丘
●（公財）辰馬考古資料館

後援機関
歴史街道推進協議会

和歌山市湊本町3-2

和歌山市岩橋1411

和歌山市一番丁三番地
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※休館：月（月曜日が祝日の場合は翌日）
　毎月1日（土・日・月の場合は翌火曜日）
　朝堂院公園は8/11 ～17のみ休館

（ふるさとミュージアム山城）

（ふるさとミュージアム丹後）

辰馬考古資料館
兵庫県西宮市松下町2-28

※休館：月（夏季教室展6月10日～9月3日、
秋季展10月7日～12月3日の期間内）

s

法輪館

7
※休館：なし

※イベント開催時のみ公開
　（電話対応はイベント開催時と平日のみ）

10/3（火）～（予定）

（ただし、8/15（火）開館）

http://www.17.plala.or.jp/zyao_maibun/

6-41

月曜日と翌火曜日が休館）



7/22（土）～8/27（日）

「レトロ・レトロの展覧会　2017」
平成28年度に県内で発掘調査された遺跡の成果をいち早く展示・解説します。また、土日祝日
には展示に関連したクイズラリーや磨製石器製作体験ができます。

（期間中全日開館）

体験学習
7/25（火）、8/8（火）　古代の鏡を作ってみよう－鋳物体験－

7/27（木）、8/15（火）　古代のアクセサリー作り－勾玉作り体験－

10：00・14：00（各日2回） 各回20名500円

※関連企画は申込不要

電話でのみ受付

和歌山県立紀伊風土記の丘
フカミン

ミュージアム・コンサート8/20（日）

8/26（土）　勾玉を作ろう

発掘調査成果の展示・解説、整理作業の体験、コスプレ体験。粉ひき体験
7/22（土）・23（日）

コスプレ体験・粉ひき体験、午前・午後各10名（先着順）

※雨天開催

（公財）滋賀県文化財保護協会　安土分室 0748-46-4861

ミュージアム・コンサート、勾玉を作ろう
エントランスホールでクラシックを中心に！

要予約

7/4（火）～9/3（日） 特別陳列　「観音信仰の世界」
館蔵・寄託品を中心とする絵画や彫刻、巡礼資料など、観音信仰を物語る文化財を展示します。

水曜神仏語り講座
7/19（水）　「お不動さん　不動明王の信仰と美術」　山下　立（当館学芸員）
8/16（水）　「観音さん　観音菩薩の信仰と美術」　　山下　立（当館学芸員）
9/20（水）　「毘沙門さん　毘沙門天の信仰と美術」　山下　立（当館学芸員）

講座

7/15（土）～9/18（月 祝）

開館25周年記念

第56回企画展「近江の城を掘る」
滋賀県内で発掘調査された城跡を網羅的に取り上げ、近江の城の変遷や特質を紹介します。

7/18（火）、8/28（月）、9/4（月）・11（月）

企画展関連博物館講座
7/26（水）　 「守護所から観音寺城へ」　才本佳孝氏（近江八幡市）
8/2（水）　    「京極氏の城　小谷城」　北村圭弘氏［（公財）滋賀県文化財保護協会］
8/9（水）　    「甲賀の城」　木戸雅寿氏（滋賀県教育委員会）
8/23（水）　 「六角氏家臣の城」　福永清治氏（野洲市教育委員会）
8/30（水）　「坂本城から大津城へ」　吉水眞彦氏（大津市教育委員会）
9/6（水）　   「水口岡山城から水口城へ」　小谷徳彦氏（甲賀市教育委員会）
9/13（水）　「城郭石垣の成立と展開」　北原　治氏（滋賀県教育委員会）

金曜城郭最新情報
7/21（金）　「安土城最新研究」　仲川　靖氏（滋賀県教育委員会）
9/15（金）　「豊臣近江の成立－八幡・佐和山・大津・水口」　松下　浩氏（滋賀県教育委員会）

7月・8月



8/18（金）・19（土）・20（日）

枚方市にゆかりのある竹カゴづくりをはじめ、
機織り体験としてのコースターづくり・しおりづ
くり及び勾玉づくりが体験できます。
竹カゴは直径10㎝程のミニサイズ。機織り体験
はボール紙製の簡易織機でしおりかコースター
を作ります。勾玉づくりは滑石を削りだして勾玉
をつくります。

「夏休み！つくってみよう」

向日市文化資料館8/5（土）～27（日）

「木とともに生きる」　発掘された京都の歴史2017
過去の調査で出土した木製品にスポットライトを当てるとともに、平成28年度調査の出土遺物
とパネルを展示します。

7/29（土） 京都市生涯学習センター
（京都アスニ－）

アスニ－京都学講座
京都市考古資料館文化財講座

「発掘調査速報①　
新風館で見つかった室町時代の庭」　松吉祐希

①8/1（火）・2（水）　②8/3（木）・4（金）
他

10

体験学習
7/30（日）　親子で染物体験－草木染に挑戦－

8/4（金）　古代の鍛冶職人になってみよう－鍛冶体験－

8/18（金）　草木染に挑戦―染物体験－

8/20（日）　親子で鍛冶体験－古代の鍛冶職人になってみよう－

7～8月

向日市文化資料館7/15（土）～8/27（日）

「暮らしのなかの戦争展」　
市民の皆様から寄贈いただいた、戦争にまつわる資料を展示します。身近な地域に残る資料か
ら、平和についてもう一度考えてみませんか。
会期中の7/30（日）には、関連事業として「日曜談話会」（申込不要）を開催します。

7/18（火）・24（月）・31（月）、8/1（火）〈資料整理のため〉・7（月）・14（月）・21（月）

向日市文化資料館 075-931-1182

7/27（木）・28（金）

勝龍寺城跡から出土した軒丸瓦作りと、石膏板に出土品をデザインしたオリジナルマグネット
を作ります。

当センターのホームページと広報長岡京（7月1日号）に募集案内

7月・8月

①7/22（土）　銅鏡をつくろう ②7/29（土）　茶器をつくろう　　③8/5（土）　勾玉をつくろう
④8/12（土）　火起こし道具をつくろう　 ⑤8/19（土）　和同開珎をつくろう
⑥7/23（日）・30（日）、8/6（日）・9（水）・13（日）・16（水）・20（日）　ミニ竪穴住居をつくろう

※警報発令時は中止

第２回　火起こし名人選手権
8/12（土）　昔の火起こし道具（舞いきり式）を使った火起こしのタイムトライアル

無料

夏休みこども体験教室

※7/29のみ会場は「井手町まちづくりセンター椿坂」

埋蔵文化財センターは、昭和57年7月に設立さ
れました。これまでの歩みを、主な写真から振
りかえります。会期中、35周年記念のマグネット
ステッカーを進呈します（先着300名）。
8月中旬に展示替えの予定。

京都市有形文化財に指定された伏見区「鳥羽離宮金剛心院跡出土品」を中心に、白河・鳥羽
法皇によって造り上げられた鳥羽離宮跡の調査成果とともに、院政期の末法思想による極楽
浄土への想いを紹介します。

7/15（土）～11/26（日）
特別展示
「極楽浄土への想い－鳥羽法皇と鳥羽離宮金剛心院跡－」

ひき麻呂

）金（ 03/3～中催開

旧石器～江戸時代の枚方の歴史を最新の発掘調査成果も含めて出土品で紹介します。

生涯学習情報プラザ（輝きプラザきらら）2階 展示ルーム

第21回輝きプラザきらら文化財展示会
「ひらかたの歴史2017～発掘調査成果から～」

（公財）枚方市文化財研究調査会 072-858-2852



7/15（土）～9/10（日） 特別展示室

「百舌鳥・古市古墳群を世界遺産に！
－この夏、きみは古墳を知る－」

百舌鳥・古市古墳群の最新成果を交えつつ、古墳群の特徴やその価値、世界文化遺産登録を
めざす古墳の魅力を子どもたちにもわかりやすく紹介します。

7/23（日）　「お濠の水は誰のもの－仁徳天皇陵の景観形成－」　徳田誠志氏（宮内庁書陵部）
　」かのるかわが何らか群墳古市古・鳥舌百「  　）日（6/8 白石太一郎（当館館長）

調査成果報告会
13：30～15：00

8/26（土）

「銅鐸つくりに挑戦！！」

8/1～8/18までの間にTEL・FAXでセンターまで

材料費300円

7/28（金） ４階講堂

７月28日は難波の日講演会
「難波遷都の歴史を考える－古代から明治維新まで－」　積山　洋（大阪文化財研究所普及係長）
「古代難波の対外交渉」　寺井　誠（大阪歴史博物館学芸第1係長）

06-6946-5728

なにわ

7/1（土）～9/18（月 祝）

「沖縄の旧石器人と南島文化」
新発見が続く琉球列島の旧石器時代を中心に、沖縄の特色ある人類史をテーマとします。
洞穴遺跡から出土した旧石器時代人骨などを中心に、貝塚文化や、グスク（城）、王国に至る
南島文化を紹介するほか、大阪の旧石器時代の石器との比較を行い、列島の文化と環境の
多様性を浮き彫りにします。

特別展示室

6/14（水）～9/24（日）

平成28年度に実施した市内発掘調査の主な成果を一堂に会した企画展です。特筆できる成果
には、弓削寺跡で発見した古代寺院の塔跡があります。その他、市内の遺跡からは縄文時代後
期～中世の居住域などを確認したので紹介いたします。

「夏季企画展」

7/28（金）、8/4（金）・18（金）・25（金）

各日100名（小学生以上、小学生未満は保護者の同伴が必要）

親子で綿摘み、綿繰り、糸紡ぎをします。また、自分の好きな文様を型紙に彫って、テーブルセ
ンターに藍染めします。

水 日

みらいちゃん

7

6/17（土）～8/27（日）

企画展　「慈願寺の名宝」

慈願寺は、河内で最も古い浄土真宗寺院です。本願寺蓮如から下賜された絵画資料や、戦国
時代の古文書を紹介します。

資料館歴史講座
　奈良時代を学ぼう！なぜ由義寺が建てられたのか

8/5（土）　  　」造構のそと塔の代古「 箱崎和久氏（奈良文化財研究所遺構研究室長）
9/23（土）　「瓦からみた由義寺（弓削寺）の塔」　大脇　潔氏（元近畿大学教授）

（先着順）

わたやん

日本列島では、海を生活の場とする人びと、「海民」が活躍し、歴史を動かす原動力となりました。
弥生時代を中心に、縄文時代から古代までの海の技術的な活動の変化や、地域間の交流を出土



7/22（土）～9/3（日）

同伴20組

8/5（土）

開館10周年記念/台湾新北市立十三行博物館交流展
「台湾パイワン族の文化－太陽王子の神珠－」

台湾南部の山岳地帯に暮らすパイワン族の彫刻や衣装、生活用品などから、生活
に根差した豊かな知恵や色彩あふれた暮らしぶりを紹介します。

9：00～18：00（有料ゾーンへの入場は9：30～17：30まで）

（祝・休日の場合は翌平日）

大人200円、大学生150円、高校生以下無料、障害者手帳提示で本人半額、介護者1名無料
※70歳以上の方は大人料金の半額

8/11（金 祝）

7/26（水）・8/9（水）・8/23（水）・8/30（水）  14：00～14：40

当日13：30から受付

079-437-5589

無料

7/22（土）～10/8（日）

夏季企画展「ちょっと昔の泉佐野－戦争といずみさの－」
近代国家として歩み始めた日本は、軍事大国としての道を歩み始めます。
本展示では、戦争資料を中心に戦時中の泉佐野を紹介します。

夏季企画展講演会「戦争と泉佐野」
8/17（木）　「戦争と泉佐野」　横山篤夫氏（元泉佐野市史専門委員）

夏季企画展　展示解説
大阪府立近つ飛鳥博物館  地階特別展示室7/29（土）、8/19（土）、9/2（土）・10（日）

古墳の魅力を紹介します。

14：00～14：30 約20名

無料。ただし、当日の展示室入館者対象事前申込なし

8/13（日）　

もずふる教室in近つ飛鳥博物館：百舌鳥・古市古墳群とその時代をもっと知ろう！
7/29（土）　映像で百舌鳥・古市古墳群の現在と過去の姿をみたり、古墳時代資料のモチーフ
パズルやものづくりを体験することで、百舌鳥・古市古墳群とその時代の魅力を伝えます。

11：00～15：00 材料費一部有料

不要

不要

無料13：30～15：30

なし

なし

親子で学ぶ百舌鳥・古市古墳群：体験コーナーとお話しを通じて百舌鳥・古市古墳群を学ぼう！
8/27（日）　お話①　「昔の地図で古墳群をめぐってみよう」　

　　　　　　　　　　堀　雅洋氏（関西大学総合情報学部教授）
お話②　「古墳群をめぐって古墳カードを集めよう（仮）」　

山田幸弘氏（藤井寺市世界遺産登録推進室）

不要

無料お話①13：00～13：30　お話②14：00～14：30

なし

7/8（土）　 　」邑の衆民といま住の族豪「 小野寺洋介（当館学芸員）
8/12（土）　「馬具はどのように副葬されたか」　森本 徹（当館副館長兼学芸課長）
9/9（土）　 　」途用と類種の輪埴「  廣瀬時習（当館総括学芸員）

7/22（土）　「古墳出現前後の年代」　市村慎太郎（当館総括学芸員）
8/26（土）　「墳丘築造企画からみた前方後円墳」　小野寺洋介（当館学芸員）
9/23（土）　「朝鮮半島の前方後円形墳を考える」　森本 徹（当館副館長兼学芸課長）

不要

各

7・8 月

7/16・30、8/6・20（各日曜日）

こども勾玉づくり工房
7/17（月 祝）、8/5（土）・26（土） 大阪府立近つ飛鳥博物館 玄関付近

石をけずってみがいてオリジナルの勾玉をつくろう。

13：30～15：00

不要（開館時より整理券配布）

無料

7月～8月 大阪府立弥生文化博物館1階ホール

講演会
7/15（土）　「最古の関西人あらわる！？－古本州島における大阪の旧石器文化－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　絹川一徳氏（大阪文化財研究所）
7/22（土）　「海を越えた旧石器人－３万年前の大航海の謎に迫る－」

海部陽介氏（国立科学博物館）
8/19（土）　「沖縄の旧石器人と人類の起源」　山崎真治氏（沖縄県立博物館・美術館）
8/26（土）　「琉球の歴史と文化」　田名真之氏（沖縄県立博物館・美術館）　　　

各日14：00～16：00

（但し入館料が必要）

各170名（当日先着順）

「夏休みフェスタ」

「貝器作り」など、特別展に関連したワークショップを中心とした体験イベントを開催します。
※詳細はＨＰなどでお知らせします。

8/20（日）

エントランスホールなど

10/21（土）、11/25（土）、12/16（土）

平成29年度市民考古学講座「考古学の通説を見直す－
向日市発、重大発見の調査研究成果から－」

10/21（土）「唐王朝への憧憬－長岡宮「翔鸞楼」と門闕構造の源流－」
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関連見学会
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後期募集

10/2（月）から受付。氏名、人数、住所、電話番号、希望する講座、現地見学を記入して、
FAXか郵送でお申し込みください、定員になり次第先着順に締め切ります。

※同上

※集合時間10：00

第65回文化財講演会

第66回文化財講演会

10/28（土）、11/11（土）

「遺跡からみた中世集落の変遷」 原　秀樹（当財団職員）
「小塩荘帳からみた乙訓の中世」 橋本貴明氏（長岡京市教育委員会）
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「やきもの研究から見た中世の乙訓」 橋本久和氏（同志社大学講師）

90

（公財）長岡京市埋蔵文化財センター 075-955-3622

長岡京市立図書館3階　大会議室

14：00～17：00

14：00～16：00

90

から から

10/7（土） 長岡京市立中央公民館2階　講座室

調査成果報告会「最近の発掘調査成果から」
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阪急長岡天神駅から西へ徒歩6分。JR長岡京駅から阪急バス「開田」下車すぐ

（公財）長岡京市埋蔵文化財センター 075-955-3622
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記念講演会
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075-931-1182向日市文化資料館

休館日:月・祝（月曜日が祝日の場合は月曜日と翌火曜日が休館）



兵庫県の石で勾玉をつくろう！

日

実践文化財学　講座編

元興寺文化財研究所総合文化財センター
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今回の展示では、木簡をはじめとする考古資料や工芸品、復元品のほか、早川和子氏作画のイラスト

。すまし介紹を界世」たし指目「、」じ感「、」見「が皇天武天、てし通を

関連講演会
8/26（土）　「天武天皇が愛でた庭園－飛鳥京跡苑池－」　

卜部行弘氏（奈良県立橿原考古学研究所）
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8/1（火）～6（日）は「歴史に憩う橿原市博物館メモリアルウィーク」のため観覧無料

7/5（水）～9/4（月）
第80回企画展
「風とあそぶー中国山東省の凧ー」

凧のほか、複数の凧を連結させて揚げる巨大な「龍頭ムカデ凧」も展示する。
中国山東省で制作された凧を中心に展示。鳥・昆虫・動物などの珍しい形をした

火曜日（7/25、8/1は開館）、8/13（日）～17（木）

※期間により駐車を制限する場合があります。

入館料のみ　※大人400円

100名（当日先着順）

事前申込不要

「凧を作ろう」
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第80回企画展「風とあそぶ―中国山東省の凧」の関連イベントとして凧を作るワーク
ショップを開催。凧の表面に好きな絵を描いて自分だけの凧を作ろう！

往復ハガキに参加者の住所・氏名・生年月日・電話番号・「凧を作ろう」ワークショップ
希望と書いてご応募ください（応募多数の場合は先着順）。

トーク・サンコーカン（公開講演会）
7/22（土）　「中国凧の魅力－山東省の資料を中心に－」

講師：中尾徳仁（当館学芸員）

夏季企画展講演会

「台湾の孤島にヤミ族をたずねて」 和田晴吾（当館館長）

兵庫考古学研究最前線2017

13：30～15：00（開場12：50）

当日受付 120名（先着順）

6/10（土）～9/3（日） 辰馬考古資料館

夏季教室展「モノからみたヒトのくらし」

館蔵品の中から、道具として使われていた日々の生活に係わる考古資料を中心に
展示します。

10：00～16：30（入館は16：00まで） 月曜日（7/17は開館）、7/18（火）

一般200円、敬老（65歳以上）・大学生100円

展示解説
7/29（土）、8/20（日）　当学芸員による展示解説を行います。

開催



（先着順、小学3年～中学3年）

・特別展示室

二上山アドベンチャー教室「銅剣づくりにチャレンジ！」
8/26（土）　 ※詳細はＨＰでおしらせします。

8/6（日）

二上山アドベンチャー教室「勾玉づくりにチャレンジ！」
※詳細はＨＰでおしらせします。

夏休み期間中　毎週日曜日（8/6を除く）

7 月・8月

二上山アドベンチャー教室「サファイアさがしにチャレンジ！」

二上山アドベンチャー教室「博物館を探検しよう！」
7/30（日） ※詳細はＨＰでお知らせします。

二上山の砂の中からピンセットやルーペを使って、サファイアなどの宝石を

9：30～16：30（受付は15：30まで） 無料（入館料が必要） 不要

さがします。

①10：00～12：00　
②13：30～15：30 無料（入館料が必要）

7/1（土）～7/29（土）

①10：00～11：30　②13：00～14：30
③14：30～16：00

銅剣セット500円（※別途入館料が必要）

7/1（土）～7/30（日） ※詳細はＨＰをご覧ください。

香芝市教育委員会　生涯学習課文化財係

勾玉（大）400円・（小）300円（※別途入館料が必要）

7/29（土）～9/3（日）

夏季のコーナー展示「紀州徳川家の家老」
家老に関連する資料や三の丸の屋敷跡から出土した遺物などを通し、紀州徳川家に仕えた
家老たちの実像に迫る。

7/19（水）～8/8（火） 市民ギャラリー展示コーナー

　紀州藩の家老屋敷を掘る「～安藤・水野家上屋敷の発掘調査～」
と瓦紋家たし土出で査調の地敷屋の家野水・家藤安たっあで老家）き付お（、家川徳州紀

遺構写真パネルを簡単な解説を添えて展示。

（木曜日は19：00まで）

（公財）和歌山市文化スポーツ振興財団埋蔵文化財センター

073-435-1129

7/23（日） きのくに志学館（和歌山県立図書館）講義・研修室

99名（当日先着順） 不要

「地宝のひびき－和歌山県内文化財調査報告会」

「大和を掘る35」
平成28年度に奈良県内で発掘調査した遺跡の中から約30遺跡を選び、出土遺物・調査写真
パネルを展示いたします。

7/17を除く月曜日、7/18

一般400（350）円、高・大300（250）円、小・中200（150）円　※（）内は団体20名以上

速報展　「大和を掘る35」　土曜講座

7/22（土）　「上牧町　上牧久渡古墳群」　青木勘時氏（上牧町教育委員会）

　　　　　「明日香村　小山田遺跡」　鈴木一議（当研究所）
　　　　　「奈良市　東大寺東塔院跡」　中川二美氏（東大寺）

　」跡遺堂新　市原橿「  　）土（5/8 石坂泰士氏（橿原市教育委員会）

　　　　　「五條市　五條猫塚古墳」　前坂尚志氏（五條市教育委員会）

　　　　　「橿原市　藤原宮跡大極殿院」　清野陽一氏（奈良文化財研究所）

8/19（土）　「天理市　ヒエ塚古墳」　村下博美氏（天理市教育委員会）

　　　　　「三宅町　瓢箪山古墳」　安原貴之氏（三宅町教育委員会）

　　　　　「平群町　椿井城跡」　葛本隆将氏（平群町教育委員会）

　」みゆあの年53る掘を和大「  　）土（2/9 鶴見泰寿（当博物館）
　」寺廃原毛　村添山「                      大西貴夫（当研究所）

 　　　　　「奈良市　大安寺講堂跡」　鐘方正樹氏（奈良市教育委員会）

　　　　　

7/15（土）～9/3（日）

8/6（日）

「色を育てる・染める・使う～藍で涼む～」
夏の風物詩である風鈴に藍で絵付けをします。オリジナルの風鈴の音色で涼みませんか。

平成29年度

往復はがきに参加者全員の氏名・年齢（大人は不要）・代表者の住所・電話番号を
明記の上、歴史に憩う橿原市博物館（〒634-0826橿原市川西町858-1）まで。
7月20日（木）必着。

夏季特別展関連イベント「エンジョイ！キッズ　ミュージアム」
当館初の親子で楽しめる展示解説を行います。みんなでいろいろなクイズや体験をしながら、
博物館を楽しもう！
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元興寺文化財研究所

和歌山県立紀伊風土記の丘
　　フーちゃん

キーちゃん

7/19（水）～9/10（日）

特別公開「重要文化財　馬冑の実物展示」

特別展「美尽し善極める－駿河屋の菓子木型－」
7/22（土）～8/27（日）　　　　　　博物館2階　特別展示室

江戸時代より紀州徳川家の菓子御用を引き受けた菓子商・駿河屋。特に江戸時代後期の菓子
木型を用いた落雁は美を尽した良品といわれ、藩主の贈答品に用いられました。本展覧会で
は、駿河屋の菓子木型や菓子の絵手本を一堂に集め、その造形美や木型に見る和歌山の歴史
などをお楽しみいただけます。

重要文化財紀伊大谷古墳出土　馬冑の実物展示（通常はレプリカ展示）。
その他の紀伊大谷古墳出土遺物は約 2か月ごとに実物を展示替えします。

（ただし、8/12 は開館）

先着順、小学3年～中学3年）

京奈和自動車道建設に伴って発掘された遺跡を取り上げ、紀の川流域に営まれた縄文時代
から近世に至る歴史について解説します。

8/10（木）～13（日）　オリジナルハニワまたはろう石製の勾玉を作成します。

ものづくり

「～安藤・水野家上屋敷の発掘調査～」



10/21（土）、11/25（土）、12/16（土）

平成29年度市民考古学講座「考古学の通説を見直す－
向日市発、重大発見の調査研究成果から－」

10/21（土）　「唐王朝への憧憬－長岡宮「翔鸞楼」と門闕構造の源流－」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中島信親（当財団職員）
12/16（土）　「古代朝政の変革―長岡宮内裏の配置構造から－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松崎俊郎（当財団職員）　　　　　　

関連見学会
11/25（土）　「復原された古代建築を見直す－平安神宮と京都御所－」　中島・松崎

後期募集

10/2（月）から受付。氏名、人数、住所、電話番号、希望する講座、現地見学を記入して、
FAXか郵送でお申し込みください、定員になり次第先着順に締め切ります。

※同上

※集合時間10：00

第65回文化財講演会

第66回文化財講演会

10/28（土）、11/11（土）

「遺跡からみた中世集落の変遷」　原　秀樹（当財団職員）
「小塩荘帳からみた乙訓の中世」　橋本貴明氏（長岡京市教育委員会）

10/28（土）

11/11（土）
「やきもの研究から見た中世の乙訓」　橋本久和氏（同志社大学講師）

90

（公財）長岡京市埋蔵文化財センター 075-955-3622

長岡京市立図書館3階　大会議室

14：00～17：00

14：00～16：00

90

から から

10/7（土） 長岡京市立中央公民館2階　講座室

調査成果報告会「最近の発掘調査成果から」

平成28年度の発掘調査から、主な成果報告と出土遺物の展示を行います。
講師　大髙義寬（当財団職員）

阪急長岡天神駅から西へ徒歩6分。JR長岡京駅から阪急バス「開田」下車すぐ

（公財）長岡京市埋蔵文化財センター 075-955-3622

9/2（土）～10/9（月 祝）
平成29年度調査研究成果展

「先祖の記憶－古墳時代の祖霊観」
古墳の被葬者が埋葬された後にどのような扱いをうけ、どのように見られていたのか、遺物
の出土状況やその内容を通じて古墳時代のひとびとの祖霊観や系譜意識にせまります。

9/4（月）・11（月）・19（火）・25（月）、10/2（月）・3（火）

10/7（土）　「古墳時代の葬制と親族構造」　清家　章氏（岡山大学大学院教授）

記念講演会

11/1（水）～30（木）

平成29年度特別企画展「中世の村をたずねる」

院政期から戦国期まで、京都の西郊に営まれた中世の村を発掘資料からたどります。日常の
雑多な器物や道具から、村の暮らしの一端を紹介します。

8：30～17：00（土・日・祝日は10：00～16：00）

10/21（土）～12/3（日）
開館25周年記念　平成29年秋季特別展

「青銅の鐸と武器－近江の弥生時代とその周辺－」
滋賀県内の青銅器や鋳造関係遺物をはじめ、同時代の近畿や東海地域の関連遺物を展示するこ
とにより、近江の弥生時代の特質を明らかにします。

秋季特別展記念講演会・関連博物館講座

11/12（日）　　「未　定」　森岡秀人氏（関西大学大学院非常勤講師）
記念講演会

博物館講座
11/23（木 祝）　「弥生時代青銅器工人の系譜－銅鐸群と送風管－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水邦彦氏（茨木市立文化財資料館）
12/3（日）　　    「稲部遺跡と近江の青銅器生産（仮）」　戸塚洋輔氏（彦根市教育委員会）

11/18（土）～12/17（日）

特別展「乙訓郡誌の編纂とその時代」

大正から昭和初期にかけて各地で郡誌編さん事業が行われる中で、乙訓郡でも郡誌の編さ
んが計画されました。当市では、平成28年度に、大正～昭和初期の地理・歴史研究者たちに
よって執筆されながらも未刊行に終わっていた貴重な叙述である『乙訓郡誌』の原稿調査を
行いました。その成果を特別展として公開し、古代から近代に至るまでの乙訓の歴史を振り
返ります。

11/20（月）・27（月）、12/1（金）・4（月）・11（月）

075-931-1182向日市文化資料館



「鳥羽離宮（仮）」
11/12（土） 京都市生涯学習センター（京都アスニ－）

鳥羽離宮金剛心院跡出土品の京都市有形文化財指定を記念して、狭川真一氏、冨島義幸氏
の講演と鳥羽離宮跡の調査成果について京都市埋蔵文化財研究所職員の報告を行います。

アスニ－京都学講座
9/30（土）　京都市考古資料館文化財講座
　　　　　「発掘調査速報②　指令 “御土居の構造を解明せよ ”」　関広尚世

京都市バス・京都バス・JRバス「丸太町七本松」下車すぐ、市バス「千本丸太町」下車徒歩2分

（受付12：30～）

10/21（土） 宮津城（大手川ふれあい広場集合・解散）

ぶらり丹後・宮津城
学芸員の解説を聞きながら地中に眠る宮津城を巡ります。

※小雨決行

9/2（土）、10/7（土）、11/4（土） （公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター  研修室

秋の考古学講座
9/2（土）　　「軽石の考古学」　小池　寛（当センター職員）
10/7（土）　「縄文土器の文様を復元する（復元体験）」　菅　博絵（当センター職員）
11/4（土）　「軒瓦の文様を読み解く」　筒井崇史（当センター職員）

（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

京都市バス51・59・201・203系統「今出川大宮」下車すぐ

未定

9/23（土 祝）

10/21（土）　「現地講座」　　　※詳細は後日ＨＰでお知らせします。

※詳細は後日ＨＰでお知らせします。

各 各

受付開始は第2回8/1（火）9：00～、第3回は10/2（月）9：00～
各回とも、枚方市教育委員会文化財課☎050-7105-8058へ

9/9（土）、11/12（日）
平成29年度文化財連続講座

楠葉の「お台場」－激動の幕末と枚方－
9/9（土）　「勝海舟の政治構想と「台場」」　笹部昌利氏（京都産業大学）

「江戸湾防備から大坂湾防備へ～台場築造にみる幕末の海防体制～」
　　　　　　　　　　　　　　 冨川武史氏（品川区立品川歴史館）

11/12（日）

枚方市立メセナひらかた会館 6階大会議室　

8/30（水）～11/13（月）
特集展示

「新発見！なにわの考古学2017」
平成28年度を中心に、大阪文化財研究所による大阪市内の発掘調査の最新成果を考古資料
と写真パネルなどで紹介します。

駅

大阪の歴史を掘る2017講演会
9/23（土 祝）　「平成28年度大阪市内の発掘調査について」　村元健一（大阪歴史博物館）
　　　　　　 「孝徳朝における難波の諸宮」　市　大樹氏（大阪大学大学院文学研究科准教授）

当日直接会場へお越し下さい。

8階特集展示室

9/9（土）～24（日）

企画展「発掘された京都の歴史2017」
（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター、各市町教育委員会等によって数多くの発掘調

査が毎年行われ、多くの成果があげられています。この企画展では、平成28年度に行われた
発掘調査や整理作業による最新の主な成果を、出土した遺物や写真パネルで紹介します。

文化財連続講座「発掘された京都の歴史2017」
9/9（土）　秋の企画展関連事業として講座を開催します。
　　　　　講師　（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター　職員

※（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センターとの共同企画

（9/18 開館、翌 19 休館）

体験コーナーとお話しを通じて百舌鳥・古市古墳群を学ぼう！

（当館副館長兼学芸課長）

11/5（日）

大政奉還150周年記念として、京都市上京区内にある蛤御門や薩摩藩邸跡など、幕末の
史跡を巡ります。

京都市上京区京都御苑～相国寺

第2回史跡ウォ－ク「上京幕末～『大政奉還』その前夜～」

10/21（土）～12/10（日） 京都府立丹後郷土資料館

宮津という地に居城を拵え－地中に眠る宮津城－

現在は失われてしまった宮津城の姿を発掘調査の成果や絵図などから探ります。

文化財講演会
10/28（土）　「甦る宮津城－ＣＧと考古学の共演－」　
　　　　　　　　　古川輝夫氏・森島康雄（当館資料課長）
11/25（土）　「ありし日の宮津城の姿」　三浦正幸氏（広島大学大学院文学研究科教授）

蒲

（要入館料）



8/30（水）～10/2（月）

企画展「難波と大和をつなぐ道」

古代から八尾は大陸文化の上陸地である難波と大和をつなぐ交通の要所でした。本展では、近年

発掘調査でみつかった道に関連した遺構と遺物を紹介します。

一般200円、大・高校生100円（団体は20名以上半額）
減免　中学生以下、65歳以上、身体障がい者手帳の所持及びその介護者、介助者、並
びに学校園行事の引率者
※10/1以降は65歳以上の減免が廃止となります。

毎週火曜日、9/20（水）

10/21（土）～12/24（日）

「向井久万裸婦像展」
泉佐野出身の近代画家、向井久万は、日本画の分野に新境地を拓いたと言われる独特の
作風で人物・花鳥・仏画に秀作を残しました。泉佐野市指定文化財を含む作品群を人物画
を中心に展示し、その独特の作風を紹介します。

10/7（土）～11/27（月） 八尾市立歴史民俗資料館

特別展「河内木綿－河内から近江、そして最上へ－」

河内木綿の流通をテーマにした展覧会。八尾の木綿商と近江商人とのつながりや河内木綿が取引された
最も遠くの地、最上との関係などを古文書や絵画資料などから紹介します。

大人300円、大・高校生150円（団体20名以上は半額）　中学生以下、身体障害者手帳、療育
手帳又な精神障がい者保健福祉手帳の所持者及びその介助者、並びに学校園行事の引率
者は無料。

やおの中世＜平安～室町時代＞－荘園と荘民のくらし―
八尾市内を中心とした平安～室町時代の集落を通じて、生活様式の変化や当時の中河内の
社会情勢を考えます。

「秋季企画展」　関連講演会
10/29（日）　「やおの中世－街道沿いに残る集落－」　西村公助（当センター学芸員）

10/21（土）・22（日） 6会場にて

各会場へ問合せ

吹田岸辺の史跡を訪ねて
吹田市立博物館と岸部周辺の史跡を巡ります。

※詳細は後日HP等でおしらせ。

一般650円、65歳以上・高大生450円

大阪府立弥生文化博物館

10/7（土）～12/3（日） 特別展示室
秋季特別展
「海に生きた人びと－漁撈・塩づくり・交流の考古学ー」

日本列島では、海を生活の場とする人びと、「海民」が活躍し、歴史を動かす原動力となりました。
弥生時代を中心に、縄文時代から古代までの海の技術的な活動の変化や、地域間の交流を出土
資料から明らかにします。

9/30（土）～11/26（日） 特別展示室

（仮）古墳時代はどうして始まったのか
－初期ヤマト王権の経済基盤－

近年の発掘調査がしめす社会経済的な観点から、奈良県や大阪府を中心とした現在の近畿地
方に、古墳時代の政治的な中心地であるヤマト王権が出現する背景について検討を加え、古墳
時代の始まりについて考えてみたいと思います。

講演会
※詳細はHPでお知らせします。
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枚方市にゆかりのある竹カゴづくりをはじめ、

竹カゴは直径10㎝程のミニサイズ。機織り体験

を作ります。勾玉づくりは滑石を削りだして勾玉

「夏休み！つくってみよう」
9/30（土）～11/26（日）

特別展
「香芝市文化財25年～発見・発掘、そして感動～」

二上山博物館の開館25周年という節目にあたり、これまで発見・発掘された文化財の中から、
特に重要な資料を精選してご紹介し、香芝市の歴史や文化財に興味関心を持っていただく機
会として企画しました。

11/25（土）　太古火山であった二上山。溶岩がつくる不思議な形や複雑な地層を観察します。

10：00～15：30　近鉄関屋駅前集合

80名（先着順）

10/7（土）～11/5（日） ※詳細はＨＰをご覧ください。

香芝市教育委員会生涯学習課文化財係

二上山アドベンチャー教室「フィールドワーク二上山誕生のふしぎ」 

どんづる峯（天然記念物）を含む二上山北麓地域

開館10周年記念　特別展
「青銅の鐸と武器－弥生時代の交流－」

南あわじ市で発見された松帆銅鐸など弥生時代の青銅器の製作、流通、使用、埋納
のありかたをとおして、弥生時代の交流にせまります。

9：00～17：00（有料ゾーンへの入場は9：30～16：30まで）

（祝・休日の場合は翌平日）
大人500円、大学生400円、高校生以下無料、障害者手帳提示で本人半額、介護者1名無料
※70歳以上の方は大人料金の半額

10/7（土）～11/26（日）

特別展　「青銅の鐸と武器」　講演会

兵庫考古学研究最前線2017
9/23（土）　「装飾古墳と高松塚古墳」　和田晴吾（当館館長）

10/21（土）
11/4（土）

大中遺跡まつり
普段とは違う特別な古代体験が楽しめます！

遺跡ウォーク　六甲山麓の青銅器出土地を巡る
銅鐸出土地など弥生時代青銅器の出土地を訪ねます。 ※対象：どなたでも（大人向け）

10/7（土）～12/3（日） 辰馬考古資料館

秋季展「モノからみたマツリの風景」
館蔵品の中から、マツリの場で使われていた儀礼・祭祀に係わる考古資料を中心に
展示いたします。

）

展示解説
10/22（日）、11/25（土）　当学芸員による展示解説を行います。

南に

※11/11（土）に講演会を予定しています。詳細はHPでお知らせいたします。

開館10周年記念シンポジウム

「松帆銅鐸と淡路の青銅器をめぐって」

11/11（土） アスピア明石北館９階 子午線ホール

        コーディネーター　　石野博信（当館名誉館長）
　　パネラー　　　　　   難波洋三氏（奈良文化財研究所　客員研究員）
　　　　　　　　　　　  福永伸哉氏（大阪大学大学院　教授）
　　　　　　　　　　　  森岡秀人氏（奈良県立橿原考古学研究所　共同研究員）
　　　　　　　　　　　  吉田　広氏（愛媛大学　准教授）
　　　　　　　　　　　  和田晴吾（当館館長）

山陽

10/7（土）～11/26（日） 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

秋季特別展「黒塚古墳のすべて」
三角縁神獣鏡33面、画文帯神獣鏡1面、鉄製武器などが出土した天理市黒塚古墳の調査成果
は、その後の邪馬台国研究、初期ヤマト王権をめぐる研究に新たな展開をもたらしました。発
掘調査から20年を迎える本年、出土資料の全貌を紹介するとともに、関連する前期古墳の出
土資料を展示します。

大人800円(500円)、大学・高校生450円
内）（ )円052(円003生学中・小、)円053(

は20名以上の団体料金。その他無料条
件あり。11月18日（土）・19日（日）は関西
文化の日につき無料。

近鉄橿原線畝傍御陵前下車駅徒歩5分、
同南大阪線橿原神宮前駅下車徒歩15分

秋季特別講座「黒塚古墳のすべて」研究講座

奈良県立橿原考古学研究所 講堂

10/15（日）　藤井康隆氏（名古屋市博物館)・岡林孝作（奈良県教育委員会）
10/29（日）　森下章司氏（大手前大学)・水野敏典（当研究所）
11/12（日）　阪口英毅氏（京都大学大学院）・持田大輔（当研究所）

※詳細はＨＰをご覧ください。



9/30（土）～11/26（日）

秋季特別展「道が織りなす旅と文化」

道を介して、和歌山から全国に展開した熊野信仰の痕跡と和歌山にやってきた参詣者の
実像に民俗文化財や考古資料などの文物から迫ります。

学芸員講座「岩橋千塚」
第1回　7/22（土）　    「紀の川北岸の首長墓を掘る」　前田敬彦氏（和歌山市教育委員会）
　　　　　　　　      「岩橋千塚の首長墓」　佐々木宏治（当館職員）

」－てしと心中を期後らか期中代時墳古－点視の究研輪埴筒円「   　）土（61/9　回2第
                                                   　　　　　　藤藪勝則氏（（公財）和歌山市文化スポーツ振興財団）
　　　　　　　　  　「群集墳としての岩橋千塚」　萩野谷正宏（当館職員）
第3回　11/25（土）　「古墳の終わりと寺院の始まり」　丹野　拓氏（和歌山県教育委員会）

　」塚千橋岩く解み読らかミズレイの輪埴物人「 　　　　　　　　　 瀬谷今日子（当館職員）　　　　　　

11/19（日）

風土記まつり
昔の遊びが体験できる風土記の丘競技会、各参加施設オリジナルの古代体験の他、
演奏会等様々なプログラムがあります。

和歌山市立博物館2階　特別展示室10/21（土）～11/26（日）

特別展「幕末の紀州藩」
江戸幕府が政権を朝廷に返上した大政奉還から150年を迎えるのを記念して、激動の幕末に
活躍した紀州藩出身の徳川家茂や陸奥宗光、新撰組隊士矢田賢之助などに関する資料を展
示し、その活動の一端を紹介します。

（公財）元興寺文化財研究所

9/9（土）～24（日）

2階特別展示室

「鎮物（しずめもの）としての武器・武具－武具埋納祭祀の展開－」

元興寺文化財研究所創立50年記念「文化財の　仕事一筋　半世紀」

元興寺文化財研究所は、文化財の調査、保存、修復、など多義にわたる仕事を手掛けて今年で50年を迎え
ます。ここで50年を振り返りつつ、各分野の資料展示を通じてそれぞれの業務の重要性、必要性等を訴え、
それに伴う成果の解説を行います。

10/21（土）～11/12（日）

元興寺文化財研究所創立50年記念「文化財の　仕事一筋　半世紀」
10/29（日）　「研究所50年の歩みと成果－人文考古学領域－」　狭川真一（当研究所副所長）
11/12（日）　「研究所50年の歩みと成果－保存科学領域－」　塚本敏夫（当研究所総合文化財センター長）

拝観料として

拝観料として

近鉄奈良駅から徒歩15分、タクシー約5分

10/28（土）、11/11（土）　文化財の保存修復を行っている作業空間を公開します。

実践文化財学　講座編
元興寺文化財研究所総合文化財センター

9/16（土）　   「武具埋納祭祀の具体相」　塚本敏夫（当研究所総合文化財センター長）
10/21（土）　「伝世品をのこし、伝えるには」　雨森久晃（当研究所総括研究員）
11/18（土）　「金属製品の保存処理」　尾崎　誠（当研究所総括技師）
12/16（土）　「紙試料の修復－出土炭化文書から絵図面の修復まで－」　金山正子（当研究所総括研究員）

文化財研究所創立50年記念「文化財の　仕事一筋　半世紀」休日作業場公開

秋季特別展「黒塚古墳のすべて」遺跡見学会（仮）
天理市黒塚古墳など、オオヤマト古墳群を訪ねます。

11/14（土） 奈良県天理市・桜井市内

10：00集合。15：00前後まで。 約200名

不要弁当持参

JR万葉まほろば線（桜井線）柳本駅集合

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館 0744-24-1185

9/13（水）　   「力士埴輪の再検討」　冨加見泰彦（当館職員）
11/15（水）　「南海道について」　　冨加見泰彦（当館職員）

9/13（水）、11/15（水）

9/16（土）～11/27（月）
特別展
「天理図書館　古典の至宝－新善本叢書刊行記念－」

天理大学附属天理図書館が所蔵する貴重書を一挙公開する特別展。『古事記』、『日本書紀』、
『源氏物語』をはじめ、西鶴・芭蕉・蕪村の自筆資料など国宝3点・重要文化財10点を含む古典

籍70余点を三期に分けて公開する。 

駐車

特別展「天理図書館　古典の至宝－新善本叢書刊行記念－」記念講演会
9/23（土 祝）　「饅頭屋と博士家―文化を守るもの―」　講師：木田章義氏(京都大学名誉教授）

10/21（土）　シリーズ『創設者・中山正善の足跡』①　
　　　　　　「創設者とオリエント学」　巽　善信（天理参考館学芸員）
11/25（土）　シリーズ『創設者・中山正善の足跡』②　
　　　　　　「世界隅から隅まで－創設者と海外巡教ー」　梅谷昭範（天理参考館学芸員）

不要



滋賀県立
安土城考古博物館

または
滋賀県埋蔵
文化財センター

３

京都府立
山城郷土資料館

または
京都府立

丹後郷土資料館

京都市考古資料館
向日市文化資料館

または
朝堂院公園案内所

長岡京市立埋蔵
文化財調査センター

大阪府立
弥生文化博物館

または
泉佐野市立

歴史館いずみさの

大阪歴史博物館
枚方市立旧田中家
鋳物民俗資料館
10月3日（火）～
（予定）

八尾市立
歴史民俗資料館

元興寺
または

元興寺文化財研究所
（イベント開催時のみ）

奈良県立
橿原考古学研究所
附属博物館

兵庫県立
考古博物館

和歌山県
文化財センター
または

和歌山県立
紀伊風土記の丘

和歌山市立博物館
または

わかやま歴史館
天理大学附属
天理参考館

香芝市
二上山博物館

歴史に憩う
橿原市博物館

ご応募はお一人様1回およびご本人に限らせていただきます。
● スタンプシートの切り貼り、コピーは認められません。ご了承ください。
●スタンプの押印は本人の来館に限ります。

辰馬考古資料館
夏季教室展

6月10日～9月3日
秋季展

10月7日～12月3日

応募の際の送料は各自でご負担願います。
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